
 
奥村組技術研究年報 No.35 2009 年 7 月 

- 47 - 

 
 

ＵＵライニング工法の経年劣化調査と適用限界について 

Investigation of Aging and Application Limit of the UU lining Method 

西山宏一＊ 石井敏之＊＊ 沼田 憲＊ 津田晃宏＊＊＊ 
 

要 旨 

構造物の劣化因子の遮断や摩耗防止、はく落防止、防水などを目的として、多くの構造物にＵＵライニン

グ工法を適用してきた。現在、摩耗対策や防水対策での適用を検討する機会が増えてきており、今後も、そ

のニーズは増加すると予想される。本工法は、平成 12 年２月より適用が開始された。これらの工法を適用

した構造物の現状を把握することがその性能や耐久性を評価する最も良い方法となるので、経過観察を実施

した。 

また、実施されたＵＵライニング工法の性能確認試験結果から、湿潤環境における付着力の性能低下が確

認されている。このことから、本研究では付着力の低下の把握を目的とした確認試験とともに改良を加えた

素地調整材も組み込むことで、付着力の低下に対する対策も含めたＵＵライニングの適用性に関する確認試

験を行った。本報では、その経過観察結果と試験結果について報告する。 
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１．まえがき 

  

近年コンクリート構造物の樹脂系補修材として従来

からよく用いられてきたエポキシ系だけでなく、多く

の新素材が適用されるようになってきた。防水や防食

用ライニング材として適用されるようになったウレア

ウレタン樹脂もその一つである。このウレアウレタン

（以下、｢ＵＵ｣と表記）樹脂の優れた性能に着目し、防

水だけでなく、はく落防止、耐摩耗および防錆などの目

的でＵＵライニング工法を開発し、各種の対策として

適用してきた。ＵＵライニング工法に使用するＵＵ樹

脂は、約 20 年前にドイツで防水材料として開発され、

日本に導入されたものである 1)。 

また、平成 12 年２月のＵＵライニング工法の適用開

始から約９年が経過しており、その施工実績は、平成

21 年３月現在で約 26,000m2 となっている。ＵＵライニ

ング工法を適用してきた構造物の経過観察結果は、本工

法の妥当性や耐久性能の確認において有用である。 

本報で述べる性能確認試験とは、過去に実施した性能

確認試験から、湿潤環境において付着力の低下が確認さ

れたので、種々の施工条件下での６ヶ月間の付着性能の

確認を目的とした試験である。また、この試験では、付

着性能の低下に対する対策として、改良した素地調整材

も加えた。 

本報では、今回実施したＵＵライニング工法を適用し

た構造物の経過観察の結果と性能確認試験結果を報告す

る。 

２．ＵＵライニング工法の概要 

  

2.1 特長 

ＵＵライニング工法は、次の順序で施工される。図

－１に示すように、構造物に対して下地処理、必要に応

じて素地調整材を実施し、次にプライマーを塗布して２

液先端混合型の専用機を用いてＵＵ樹脂を吹き付け、そ

の後、耐候性塗料を塗布する。吹き付けは、材料タンク

からギア式ポンプでスプレーガンに主剤と硬化剤の２液

を送り込み、スタティック方式で混合した後にエアーを

併用して行われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料は、２液硬化型のＵＵ樹脂であり、１級アミンも

しくは、２級アミンを持つ化合物およびポリエーテルポ

リオールの混合物と、イソシアネート類との反応により

生成するウレア結合とウレタン結合を併せ持ったポリ

マーである。 

図－１ 構成 

耐候性塗料 

ＵＵ樹脂 

プライマー 

素地調整材 

母材 
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工法の特長は、以下に示す通りである。 

ⅰ.ゲルタイムが数十秒と硬化速度が非常に速い 

ⅱ.経時的な物性低下もほとんどなく耐久性に優れる 

ⅲ.耐酸性・耐アルカリ性など、耐薬品性に優れる 

ⅳ.耐摩耗性・耐衝撃性に優れる 

ⅴ.６mm のひび割れに追従する（塗膜厚２mm） 

ⅵ.硬化反応が非常に速いため、低温域での施工が可

能である 

2.2 施工実績 

施工実績のうち、表－１に目的別の件数と施工数量を

示す。目的としては、防水が最も多く、はく落防止、耐

摩耗、防食（硫酸）の順となっている。ただし、近年、

構造物の管理者がはく落防止の要求性能を下げたため、

安価な他の工法との競合により、はく落防止への採用例

が少なくなっている。 

表－１ 目的別施工実績 

目 的 件 数 数量(m2)

防水   29 11,414 

はく落防止 中性化防止含む 26 6,739 

耐摩耗   23 2,433 

防食 硫酸(下水） 5 2,290 

防食 塩害 1 1,484 

防音   6 1,067 

防食 防錆 13 594 

粗度係数   1 152 

合  計 104 26,173 

 

３．経過観察 

 

これまでの適用例のうちから、表-２に示すように使

用目的別に４～６年経過した４事例（写真－１～写真-

４）を選定し、経過観察を実施した。各経過観察の結果

を表－３に示す。 

表－２ 観察事例 

使用目的 施工箇所 経過年数 写真番号

耐摩耗 頭首工土砂吐水路 ６年１ヶ月 写真-１

防水 鉄道線路を跨ぐ新設道路橋 ４年５ヶ月 写真-２

はく落防止 鉄道線路を跨ぐ既設道路橋 ５年２ヶ月 写真-３

防錆 
鉄道鋼製桁の上フランジ 

まくら木の下 
５年９ヶ月 写真-４

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－３ 経過観察の結果 

使用目的 目的および観察状況 

防水 

新設高架橋の防水工として施工。車両走行によるせ

ん断力が作用し、高い付着性能と耐久性が要求され

る。舗装面の異常、床版下面への漏水はなく健全。 

耐摩耗 

水流に含まれる土砂による摩耗防止を目的として施

工。土砂による既設コンクリートの摩耗が激しく、摩

耗に対する高い耐久性が求めらる。塗膜のめくれ、

損傷もなく、現存していることを確認。 

はく落防止
脆弱部除去後に断面修復を行った後、剥落防止を

目的として施工。膨れや剥離もなく健全。 

防錆 

防錆の難しいまくら木の下を線路閉鎖内に塗装。列

車走行にともなうまくら木の振動による塗膜の摩耗が

懸念されたが、摩耗、物性の変化等はほとんどなく

健全である。その後のまくら木交換でリベット頭部の

塗膜を損傷している。 
写真－１ 頭首工土砂吐水路での事例 

写真－４ フランジ上の塗膜の事例 

まくらぎ間   まくらぎ下

塗膜下の母材状況 

まくら木下の塗膜状況 

左：施工前        右：施工後 

写真－２ 新設跨線橋での事例 

左：施工前        右：施工後 

写真－３ 既設跨線橋での事例 
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写真－５ 付着性試験状況

４．性能確認試験 

 

4.1 目的 

表－４は、平成 15 年に首都高速道路公団によって行

われた「コンクリート補修材料・補強材料（平成 15 年

度）実験」における、トンネル内のコンクリート片はく

落防止材料の性能試験結果の一例である 2)。トンネルが

漏水等によって湿潤状態にあるときの付着力への影響を

付着性試験によって評価したものである。 

表－４ 付着性試験結果 

付着力（MPa) 
養生方法 

測定値 平均値

1.73 

2.04 標準（気中） 温度 20℃ 湿度 65％ 28 日 

2.18 

1.98 

1.56 

1.32 常温（半水没） 水温 20℃ 28 日 

1.44 

1.44 

 

建研式接着力試験器を用いて付着性試験を実施した。

養生方法が常温（半水没）の付着力試験では、ＵＵ樹脂

と素地調整材との界面で破断した。この結果は、塗布時

には乾燥しているが、施工前後で構造物が常に湿潤な環

境にある場合には付着力が小さいことを意味する。 

このような湿潤な環境にある実構造物に適用する場合

には、ＵＵ樹脂の付着力が小さいのか、時間とともに低

下するのかを評価する必要があると考え、長期間（～半

年間）にわたる付着力の変化を確認するための実験を

行った。塗膜系材料において、付着力を定量的に評価で

きる手法として、以下の項目が挙げられる。 

ⅰ.付着力 

ⅱ.押抜き力 

ⅲ. ピーリング力（引き剥がし抵抗力） 

付着力は、面全体での付着性能を評価している。押抜

き力は、負荷によって剥れた部分の外周の引き剥がし抵

抗力を計測できる。しかし、この２つは付着性能の面的

なばらつきが捕えにくい。対して、ピーリング力は幅

10mm のＵＵ樹脂の引き剥がし抵抗力を測定するので、

付着の面的なばらつきを捕えやすい。 

また、上記実験では、破断がＵＵ樹脂と素地調整材の

界面で発生していたため、素地調整材を遮水層にするこ

とにより、付着性能の低下を防止できると考えられる。

そこで、従来使用してきた材料の他に水中においても性

能劣化がないと考えられる材料も加えて、実験を実施し

た。 

4.2 供試体の製作 

供試体の基盤材には、表－５に示す材料を用いた。押

抜き試験の基盤材は、図－２に示すようにあらかじめ中

心にφ100mm のコア削孔を行った。 

供試体の製作は、これらの基盤材を 20℃の恒温水槽

に浸漬させて飽和状態にした後に、塗布面を乾燥させ図

－３に示すライニングを行った。試験ケースは、素地調

整材とプライマーの仕様および養生方法をパラメーター

に、表－６の組み合わせとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 付着性試験 

作製した２体の供試体

を 20℃の恒温室で気中

養生および恒温水槽で水

中養生した。養生期間７

日、28 日、90 日、180

日おいて、建研式接着力

試験器で付着力を計測し

た。試験状況を写真－５、試験結果を図－４に示す。 

試験結果は以下の通りである。 

ⅰ.素地調整材にポリマーセメントを用いた標準型

（以下、P-2）、改良を加えたポリマーセメントを用

いた改良型（以下、P-3）、素地調整材に市販のポリ

図－２押抜き試験用基盤詳細図 

表－５ 基盤材規格

試験項目 基盤材規格

付着性・ピーリング JIS　A　5371　コンクリート平板（300×300×60）

押し抜き JIS　A　5334　U形用蓋（600×400×60）

図－３ 供試体構成図 

UU樹脂
プライマー

素地調整材
基盤材

表－６ 試験ケース一覧表 

※１：今回製作  ※２：市販  無印：標準仕様

試験項目 ﾌﾟﾗｲﾏｰ 素地調整 CASE

なし P-1

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄA P-2

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄB
※１ P-3

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄC
※２ P-4

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ※１ P-5

ｴﾎﾟｷｼ樹脂※１ P-6

ﾋﾞﾆﾙｴｽﾃﾙ※２ P-7

ｴﾎﾟｷｼ樹脂 なし※１ P-8

なし P-1

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄB※１ P-3

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ※１ P-5

UUSプライマー
（従来）

UUSプライマー
（従来）

接着性
および
ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ

押抜き
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マーセメントを用いた改良型（以下、P-4）では、

水中養生の場合、付着力は養生期間の増加とともに

増加し、90 日目で 2.0MPa 以上に達している 

ⅱ.P-3 では気中養生および水中養生の７日目の付着

力が 1.0MPa 前後と小さいが、養生条件による付着

力の差は見られない 

ⅲ.素地調整材としてエポキシ樹脂モルタルを用いた

改良型（以下、P-5）は水中養生において高い付着

力が得られ、養生期間が増加しても付着力の低下が

見られない 

ⅳ.素地調整材としてエポキシ樹脂を用いた改良型

（以下、P-6）、ビニルエステル樹脂を用いた改良型

（以下、P-7）、素地調整層を設けずプライマーをエ

ポキシ樹脂系に改良した改良型（以下、P-8）では、

すべてにおいて気中養生より水中養生の付着力が小

さいが、養生期間の経過による付着力の大きな低下

は見られない 

ⅴ.P-6、P-8 において水中養生時の付着力は他のケー

スに比べて付着力が小さい傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4 押抜きせん断試験 

押抜き試験用の供試体として、P-1、P-3、P-5 のみ作

製し、表－７に示す条件で養生した。P-3 は改良を加え

たポリマーセメントを評価するため、P-5 は漏水のある

構造物で実績の多いエポキシ樹脂モルタルを評価するた

めに選定した。水中水圧養生は、湿潤環境にある構造物

のひび割れや打ち継ぎ目からＵＵライニングが水圧を受

ける環境下にあるとして、付着力の低下の確認を目的と

した。本試験では図－５に示すように水頭差 2.0m とし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押抜き試験には、500kN 万能試験機を使用した。載荷

方法は速度制御とし、供試体の素地調整層が破断するま

でを、1.0mm/min、それ以降を 5.0mm/min で載荷した。

変形が 10mm 変位する毎に載荷を停止し、供試体のＵ

Ｕ樹脂の変形をマーキングした。図－６に押抜き試験の

結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養生期間の増加にともない変形性能は異なるが、すべ

て旧日本道路公団の示す要求性能 3)「1.5kN で 10mm 以

上の変形性能を有するもの」を満たす結果を得ている。 

P-1 と P-3 では、水中、水中水圧養生の供試体はほと

んど最終変位まで破断することがなかった。それに対し

て、気中養生の供試体については水中、水中水圧養生の

約 1/2 の変位で破断した。また、P-5 では、エポキシ樹

脂とコンクリートの界面ではく離した後に、そのはく離

が進行することなくはく離端部もしくは、コア外周部に

おいてＵＵ樹脂が破断しているため、変位が小さくなっ

た。 

図－６ 押抜き試験結果 

図－４ 付着力試験結果 

0.0

0.5

1.0

1.5
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3.0

3.5

4.0

4.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

変位(mm)

荷
重

(k
N

)

P-1

P-3

P-5

28気中

28気中

28気中

90水中

90水圧
180水圧

90水圧90水圧

90水中

90水中

180水圧

180水圧

名称 場所 条件

気中養生 恒温室 20℃ 28日

水中養生 恒温水槽 20℃ 90日

水中水圧
養生

倉庫棟 常温
※

図-5参照
90日 180日

※水中30日養生後に加圧

期間

表－７ 養生条件 

図－５ 水中水圧養生状況 
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等しい荷重が作用しても、引き剥がし界面の延長が長

くなると、単位長さあたりの荷重は小さくなるため、変

位と荷重の結果だけで付着性能の合理的な評価をするの

は難しい。そこで、図－７に示すように、引き剥がし界

面に働く単位長さ当たりの鉛直荷重（以下、｢鉛直荷重｣

と表記）で評価した。換算方法は、図－７の写真にある

ようにはく離半径を８側線で計測し、その平均値をはく

離半径としてはく離部周長を算出し、最大荷重を周長で

除した。図－８にその結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

P-3 では水中養生、さらに水中で水圧を負荷すること

で、気中養生に比べて鉛直荷重が大きく低下している。

P-1 も、ほぼ同様の傾向にあるが、その変化の幅は小さ

い。P-3、P-5 ともに水中水圧養生においては、養生期

間に関係なく同程度の鉛直荷重を示している。P-5 では、

ほぼ鉛直荷重は一定である。これは、最大鉛直荷重がＵ

Ｕ樹脂の破断時であったためと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで、図－９に示した P-3 の剥離状態を見ると、図

－10 の P-1 のはく離状態と比較すると、P-3 ははく離半

径が小さく、同心円状にはがれている。これは、はく離

しにくく、付着が均一であることを示している。また、

養生条件が気中養生、水中養生、水中水圧養生の順には

く離半径が大きくなっていることがわかる。 

一方、図－10 に示す P-1 では、養生条件に関係なく、

はく離面が偏り、８測線上でのはく離半径のばらつきが

大きい。これは、付着が不均一であると考えられる。 

4.5 ピーリング（引き剥がし抵抗力）試験 

ピーリング試験は、表－７に示す条件で養生した供

試体から、幅 10cm、長さ 100～150cm の部分をディス

クサンダーで切断し、ピーリング試験装置を使用してＵ

Ｕ樹脂の端部をライニング方向と 90 度の方向へ速度制

御で引張り、変位と荷重を計測した。試験状況を図－11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に示す。また、図－12に試験結果を示す。 

気中養生した P-1 は、高いピーリング力が確認できた

が、水中養生の場合は、10N/cm 以下と非常に小さい値

となっている。P-2 の気中養生の場合、養生期間の 7 日

では 12N/cm と小さいが、養生期間 180 日では 66N/cm

まで増加する。これに対して、P-2 の水中養生の場合、

養生期間 7 日で 40N/cm あったピーリング力は、養生と

ともに減少し、養生期間 90～180 日の間にピーリング力

は 10～20N/cm まで減少した。P-3 の気中養生の場合、

ばらつきは見られるが、高い値を示している。P-3 の水

図－９ P-3の剥がれ範囲計測結果 
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図－10 P-1の剥がれ範囲計測結果 
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図－11 ピーリング試験装置 
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中養生の場合も、養生期間の増加とともに増加し、

60N/cm 以上の高い値を示している。P-4 では気中養生、

水中養生ともに７日目は２N/cm と小さいが、養生期間

の増加とともに増加し、養生期間 180 日でピーリング力

は約 30N/cm となった。 

図－13 に P-1 と P-3 のピーリング力と載荷速度の関

係の一例を示す。図中の破線丸印で示す滑らかな増加部

は、部分的に付着が高いときに剥離せず塗膜が伸びてい

る時に現れる。このように、ピーリング力から、P-1 は

付着にむらがあり、P-3 は全体に均一な付着性能を有し

ていることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

 

5.1 経過観察 

防水、耐摩耗およびはく落防止の事例ではＵＵ樹脂の

状況は健全であり、当初目的とした機能は保持している

と判断できる。 

調査対象としたＵＵライニング工法を適用した構造物

は、比較的厳しい環境にある事例である。経過観察され

た事例はそれほど多くないが実構造物で耐久性が確認で

きたことは今後の評価に有効な資料となる。 

5.2 性能確認試験 

実験より、以下の見解を得ることができた。 

ⅰ．付着試験より、素地調整層としてポリマーセメン

トを用いたものは、有機系の素地調整層やプライ

マーを用いたものと比較して、水中養生においても

付着力を確保できる 

ⅱ．押抜き試験の鉛直荷重で評価すると付着性能は、

P-1、P-3 ともに気中養生＞水中養生＞水中水圧養

生の順であった 

ⅲ．付着性試験では水による付着性能の評価は難しく、

ピーリング試験によって性能を評価する必要がある 

ⅳ．ピーリング試験の結果より、現在の仕様（P-1）

は水中養生において時間とともに付着力が低下する

ことがわかった 

ⅴ．今回製作したポリマーセメントモルタルを素地調

整層とすることで、湿潤環境下にある構造物に対し

ても安定した付着性能が確保できることを確認した 

 

６．あとがき 

 

ＵＵライニング工法を適用した構造物の経過観察にお

いては不具合は見受けられず、厳しい環境にもかかわら

ず十分その性能を発揮していることを確認できた。近年

では、河川構造物等の摩耗対策としてのニーズが高まっ

ているが、湿潤環境での付着性能への懸念があった。し

かし、今回の実験により、適用範囲を判断できる十分な

成果を得ることができた。 

この経過観察に当たっては、｢鋼製桁上フランジライ

ニングシステム｣の共同開発者である阪急電鉄株式会社、

実験においてはＵＵライニング工法の共同開発者である

大都産業株式会社、供試体の作成に協力して頂いたタカ

ラテクノ株式会社、材料提供して頂いた株式会社アド

ミックス、株式会社住ゴム産業にはこの場を借りてお礼

を申し上げる。 
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図－12 ピーリング試験結果 

図－13 ピーリング力の変化 

100

120

60

80

20

40

0 50 100 150 50 100 1500

経 過 時 間 （秒 ）

ピ
ー

リ
ン

グ
力

（
N

/
c
m

）

P-1 P-3 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


